平成25年度　第６回理事会議事録

開催日時：平成26年 2月 11日（火）　　13:00～16:00

開催場所：済生会山口総合病院　２階 小会議室

出席者（理事）：山内秀一　伊藤　弘　三輪光良　大田則彦　小田真一郎　齋藤康博　村田良典

　　　　　　　　渡邊征二　増矢勝史　新町浩太郎　堀　健司　内藤貴之　池田隆志　蔵永紀靖　　

　　　　　　　　林　忠正　丹羽英彰
出席者（監事）：齋藤右司
出席者（事務）：楠本しのぶ

欠席者　　　　：吉永憲正　金谷浩三　兼廣敦子　高山裕健
　以上、定款第33条の規定により理事の過半数の出席で理事会は成立。会長 山内秀一が議長となり、定款第34条に基づく出席者の中より、議事録作成人として渡邊征二理事、議事録署名人として村田良典理事、蔵永紀靖理事を選出した後、次の議案を付議した。
議題１　平成26年度事業計画案について

１．第70回 一般社団法人山口県診療放射線技師会 総会・学術大会

· 山内会長：平成26年5月18日(日)、山口県立山口図書館(レクチャールーム)にて開催予定である。県民公開講座は松田陽子さんにお願いし、講演料＋旅費で了承を得ている。タイトルは『生きてるだけで価値がある』に決定した。

２．山口県診療放射線技師会65周年記念式典

· 山内会長：第70回総会・学術大会と同日の午前中に記念式典を開催予定である。

· （詳細は議題５を参照）

３．山口県健康フェスタへの参加

· 山内会長：開催日は未定であるが、詳細が決まり次第金谷常任理事より連絡が入る予定である。

４．山口県受託事業講習会の開催

· 山内会長：開催日は未定である。早めに開催日を決めて頂くようお願いする。

５．講習会の開催

· 山内会長：開催日は未定である。早めに開催日を決めて頂くようお願いする。

６．各種研修会の開催

· （例年どおり）

７．県民講座『お父さんお母さんの健康講座』

· 山内会長：開催日は未定であるが、前回同様、共催という形になると思われる。

８．JART基礎講座『一般撮影』

· 山内会長：平成26年8月24日(日)に開催予定であるが、開催場所は決まっているか。

· 渡邊理事：未定である。

· 山内会長：開催場所と講師を早めに決めて頂くようお願いする。

· 渡邊理事：了解した。

９．静脈注射（抜針）講習会

· 山内会長：開催日は未定である。開催場所を含め、早めに決めて頂くようお願いする。

10．フレッシャーズセミナー

· 山内会長：今年も開催するという事で、開催日・開催場所を早く決めなければならない。

· 渡邊理事：場所は未定だが、7月13日(日)に開催しようと考えている。

· 山内会長：開催場所を早めに確保して頂きたい。

11．各研究会への後援

· （例年どおり）

12．会誌の発行

· 小田常任理事：発行部数を550部から575部へ変更する。金額に変更があれば、また報告する。

13．運動競技会の開催（ソフトバレーボール大会）

· 山内会長：金谷常任理事より“開催場所を固定してはどうか”という提案があった。防府市での固定開催とし、各地域が運営担当を持ち回りとする案である。

· 伊藤副会長：岩国や下関が担当の場合は早く来なければならないと思うが、如何か。

· 丹羽理事：準備の為に朝早く出なければならないという問題はあるが、一人でも多くの人に参加してもらう為には県の端（岩国や下関）で開催するよりも中央付近で開催する方が良いのではないか、という意見もあった。

· 増矢理事：何時に集合すれば良いのか。

· 池田理事：防府の会場が８時開館のため、今回は８時に集合した。

· 増矢理事：遠方と近場の２つの地域で運営を担当するのはどうか。

· 林理事：例年開会式が９時で終了が15時半だが、1時間ずらして10時開始にすれば集まりやすいのではないか。

· 齋藤常任理事：場所の確保（予約）には行けるのか。

· 山内会長：いつも金谷常任理事が場所取りに行っている。

· 齋藤常任理事：本来なら担当地域が行くべきではないか。

· 増矢理事：何とも言えないが、難しいと思う。

· 山内会長：電話で取れないのか。

· 齊藤監事：会場に行って並ばないと取れない。７時頃には既に結構並んでいるようだ。

· 山内会長：いろいろな意見が出たが、とりあえず開催場所を防府に固定するかを決めたい。

· 伊藤副会長：防府と山口にしてはどうか。

· 山内会長：では、中央部（防府か山口）固定にする、という事で採決をとる。

· （賛成16人　保留0人　反対0人）
· 山内会長：運営方法は先程の意見を踏まえて、今後決めていく事とする。

14．連絡協議会の開催

· 山内会長：平成26年8月1日(金)、第一金曜日なので、この日になると思う。

15．やまぐちピンクリボン月間への協力

· （例年どおり）

16．レントゲン週間の開催

· （例年どおり）

17．医療監視における非常勤診療放射線技師の委嘱

· 山内会長：今年度は終了したが、今後まとめの会議を行い、県と協議する予定である。協議内容等は追って報告する。

18．地域講習会の開催

· （例年どおり）

19．他学会への研修について

· 山内会長：来年度から年1回・1名程度のペースで、学術常任理事および学術理事に横浜で開催されている学会等での研修をお願いしたい。研修で得られたものを講演等により、県内技師の診療技術向上に役立つ目的である。
· 研修に係る旅費等を公益事業費として予算に計上して頂きたい

· 大田常任理事：10万円以内であれば、予算化は可能と考える。但し、公益事業費として支出するためには、事業計画に上げておかなければならない。

· 林理事：計画案の状態であるが、4月からの実施で問題ないか。

· 三輪副会長：4月実施では総会前になる。

· 伊藤副会長：予算が取ってあれば問題ないのではないか。

· 山内会長：では、採決を採る

· （賛成16人　保留0人　反対0人）

議題２　奨励賞・功労賞の人選について（進捗状況）
山内会長：奨励賞・功労賞の候補者が挙がっていたようだが、どうなっているか。

林理事：表彰規程の改訂の進行状況がわからない。

齋藤常任理事：諸規程（表彰規程）は、正式に決まっていないので変更していない。
三輪副会長：変更前後の比較表を示して検討する必要があるのではないか。

山内会長：来月の理事会で決めたいので、それまでに表彰委員会で改正案を作成して頂きたい。

林理事：奨励賞・功労賞共に変更でよいのか。

山内会長：受賞者に偏りが生じないように検討頂きたい。

林理事：表彰委員長と検討する。

議題３　「医用画像情報専門技師」の取り扱いについて

山内会長：資料『山口県医療情報システム研究会 趣意書（案）』を参照頂きたい。河村裕介会員が中心となってメンバーを集めているので、これから研究会が立ち上がるものと思う。他県においても、研究会という形で発足している。山口県では各研究会の後援をしているが、資金援助はしていない。しかし、この研究会自体はまだ立ち上がっていないので、研究会が発足するまでの間、旅費だけでも当技師会で負担してあげたいと思うが、如何か。

三輪副会長：JARTが認定している医療画像情報精度管理士との関連はあるのか。

山内会長：無いと思う。

丹羽理事：研究会のメンバーは放射線技師だけなのか。

山内会長：そうとは限らないだろが、画像が絡む領域なので立ち上げは放射線技師が中心になるのではないか。

齋藤常任理事：吉永常任理事から、他の研究会のようにスポンサーが付かないため資金面でも当技師会に協力をお願いしたい、と伝え聞いている。

山内会長：研究会発足後は、他の研究会同様、資金援助はしないつもりである。ただし、研究会立ち上げの支援は技師会の仕事と考えている。

増矢理事：各県はどのようになっているのか。

山内会長：放射線技師を中心に、技師会にも技術学会にも所属せず、バックも付けず、自分たちだけで運営している研究会がほとんどと思われる。

渡邊理事：研究会が発足するまでの間の会議等に係る旅費を負担するのであれば、どの程度負担できるのか（期間・回数・上限額）を考えておく必要があるのではないか。

大田常任理事：研究会設立までの応援態勢として事業計画案に盛り込んで頂ければ、事業費として予算に計上できる。

齋藤常任理事：事業として取り上げた場合、研究会自体が技師会の事業として認められた、と勘違いされるのではないか。趣意書が提出されたという事は、研究会の運営費を技師会に負担して欲しいという意味ではないのか。

三輪副会長：各研究会と同じように後援の形をとるのか、講習会の一つとして取り上げていくのかを明確にしておかなければならない。また今後、新たに研究会を立ち上げたいという話が出た場合の対応も考えなければならない。

山内会長：山口県診療放射線技師会の発展にとってプラスになると理事会で認められたものは、研究会発足までの支援を行い、研究会発足後は各研究会と同様の後援としたい。ただし、支援については期限や回数等を決めておく必要がある。

三輪副会長：研究会立ち上げ迄に予算と支援内容をきっちりしておかなければならない。

齋藤常任理事：次回、３月の理事会でもう一度議題に挙げたいと思う。それまでに吉永常任理事と協議する。もし、話がまとまらなかった場合は次々回へ持ち越す。

山内会長：では、保留とする。

議題４　総会時の委任状について

山内会長：従来、委任状は抄録集に入れていたが、全国的にはハガキを使用している技師会が多い。各担当理事の負担軽減も考慮し、当技師会もハガキを使用してはどうか。ただ、いつの時点でハガキを入れ込むか、また、返送ハガキが一点に集中するため仕分け作業が大変になる事が問題である。

堀理事：郵便ハガキを送るのか。

山内会長：従来のように、抄録集に挟み込んで会員に届けるのがコスト的に最も安価ではないか。

三輪副会長：従来は印刷の一環として入れてもらっていたが、ハガキになると手作業にならないか。

山内会長：印刷会社で入れてもらえるとよいのだが。

三輪副会長：雑誌の懸賞ハガキのような形にはできないか。

堀理事：抄録集と一緒に印刷すれば手間も省け、通信費も実際に郵送された数で済むのではないか。

増矢理事：集配する郵便局でカウントして配送枚数分の請求が支払元に届くシステムのはずである。ただ、枚数と期間を申請しなければならなかったと思う。正確な情報は郵便局に確認しなければ分からないが、是非、実施して頂きたい。下関では、従来どおりの委任状回収はほぼ不可能な状態である。

山内会長：ただ、それでも集まらない場合は地域理事に動いてもらう事になる。

齋藤常任理事：総会当日の委任状回収はしないのか。

小田常任理事：理事に預けるより投函する方が簡単ではないか。

三輪副会長：理事も自ら回収に行かずとも電話で投函を促せば済むのではないか。

大田常任理事：予算面では、この方法への変更で費用がいくら増加するかが問題となる。

山内会長：見積を取らないと分からないが、印刷はいつまでにしなければならないのか。

齋藤常任理事：会員への配送期間を考えると4月下旬には事務所に届いている必要がある。ただ、ハガキの返送締切は総会の1週間前が理想なので、会員の手元に抄録が届いてからハガキの投函まで時間的余裕はあまりないかもしれない。

山内会長：日程的に無理そうなら今回は見送ることになるが、次回の理事会までに、小田理事には下調べをお願いする。

議題５　65周年記念式典について

伊藤副会長：総会後に記念式典を行う案（案１）と総会前に記念式典を行う案（案２）を考えたが、会長を含めて協議した結果、スムーズな進行が可能と考えられる案２を採用したいが、如何か。

山内会長：採決を採る

（賛成16人　保留0人　反対0人）

伊藤副会長：総会・選挙が１時間しかないため、総会をできるだけスムーズに進行して欲しい。また、県民公開講座のポスター案を作成したので確認して頂きたい。

山内会長：この内容で良いのではないか。例年の総会参加会員数が約150名、会場となるレクチャールームが294席なので、公開講座には一般の方100名程度は来て頂きたい。県からは会員以外の参加人数を数字で示して欲しいという話があったので、100名を超える参加があればインパクトは大きい。技師会としても県民公開講座のPRを行うが、講師の所属事務所もPRを行うとの事なので、逆に参加者が多くなりすぎる可能性もある。

伊藤副会長：山口県の後援は取れているのか。減免を受けるなら後援を取りつけなければならない。

山内会長：金谷常任理事に確認をお願いする。県にもアピールできるので後援は取ってもらいたい。

三輪副会長：予算的にはどうか。

大田常任理事：ポスターの印刷等も含め、公益事業特定資産から支出する。

齋藤常任理事：約170万円程度はある

伊藤副会長：ポスターは何部作成するか。

小田常任理事：枚数による金額の違いは、あまりないと思う。

山内会長：A4サイズかA3サイズで金額を確認して頂きたい。

小田常任理事：持ち込み原稿はPDFでお願いする。

齋藤常任理事：TV放送等での告知はしないのか。

山内会長：朝日広告社と繋がりがあるので新聞広告も考えたが、人が集まりすぎると逆に大変な気がする。

小田常任理事：ポスターに『先着200名』と書いてはどうか。

林理事：整理券は作成するのか。

山内会長：整理券まで配るのは大変であるし、外注すると高くつく。そこにコストや労力をかけるのもどうかと思うので、ポスターに『先着200名』と記載する事とする。

三輪副会長：記念式典の流れとしては、県知事表彰をメインとし、65年の歩みを沿革的な形で話ができれば、と考えている。

伊藤副会長：学術奨励賞・功労賞の表彰は時間の都合で午後、学術大会の前に開催したい。

山内会長：県知事表彰についてまだ正式な回答はないが、表彰が決まった場合は雛壇に誰がどのように座るか等を含め、両副会長に検討をお願いする。

議題６　事務所運営委員会からの報告

山内会長：事務職員（臨時職員）の雇用契約（昇給等も含む）について採決を採る

（賛成16人　保留0人　反対0人）

議題７　選挙管理委員会の設置について

齋藤常任理事：平成26年度の総会で役員選挙が行われるため、役員選挙規程の第２条に基づき、選挙管理委員会の設置を承認頂きたい。

山内会長：採決を採る

（賛成16人　保留0人　反対0人）
議題８　理事の旅費について

大田常任理事：第４回理事会にて、理事の旅費は公共交通機関の料金で考えるべきではないか、との意見が多く、特急料金を検討してはどうか、という提案もあったので、特急料金を使う理事をピックアップして資料にまとめた。

山内会長：資料ではJR山口駅までの料金が計算してあるが、理事会の開催場所が変わる度に計算しなければならなくなるのではないか。

大田常任理事：毎回計算となると大変なので、各自で計算して自己申告してもらうしかない。

渡邊理事：自己申告となると、申告額を精査する必要があるのではないか。

齋藤常任理事：やはり特急料金は難しいのではないか。37円/kmではどうか。

山内会長：（現状の旅費に加えて）高速料金を後精算で出す方が、まだ簡便である。

大田常任理事：JR運賃に高速料金を加算するというのはおかしい。

林理事：ならば、JR駅のように基点を決めて30円/kmか37円/kmで計算するしかないのではないか。
大田常任理事：現状での理事会1回あたりの交通費（4,2000円）が、6〜7万円になるのは厳しい。

丹羽理事：30円/km・37円/km以外の設定はできないのか。

小田常任理事：うちの職場は25円/kmになっている。

丹羽理事：例えば、25円/kmで各地域市役所間距離を基準に計算しても、現状よりは自己負担が減るのではないか。また、一覧表も作りやすいのではないか。

三輪副会長：自家用車での交通費計算を了承するとなると、事故が発生した場合は自己責任という事も了承して頂く必要がある。

山内会長：少なくとも現状より交通費が増える事になるので、予算面の検討も必要になる。各地域の市役所を基点として、25円/km計算での料金表作成をお願いする。

齋藤常任理事：了解した。
山内会長：本議題も保留案件とする。
報告事項１　運動競技会（ソフトバレーボール）の収支報告・反省事項

池田理事：運営費および弁当代等、合計191,051円を使用した。反省点として次の2点が挙がった。

・診療放射線技師の存在が確認できないチームがあった。
・決勝トーナメントを抽選で行ったが、予選リーグと対戦相手が同じチームがあった。

増矢理事：下関からは次の３点が意見として挙がった。

・酒が飲めないメンバーもいるので、優勝賞品は酒類だけでなくノンアルコールも入れて欲しい。

・対戦相手のメンバーが誰なのか分からなかった。事前にメンバー表があっても良いのではないか。

・結果的に参加チームが病院単位になっている。もう少し混合チームがあってもいいのではないか。

山内会長：メンバーの名前は事前にメールで情報共有しておけばよいのではないか。

齋藤常任理事：チームの代表者がメンバー表を作成して、相手チームに渡せばよいのではないか。

伊藤副会長：メンバー表は担当理事に提出する事になっていなかったか。

林理事：以前、参加登録チームの情報を集約した後、参加メンバーを地域担当理事にメールしたように記憶している。参加メンバーを把握した地域担当理事が各チームに通達すればよいのではないか。

増矢理事：その通りだとは思うが、今年はメンバー表がなかったような気がする。

山内会長：いずれにせよ、メンバー表は地域担当理事経由で各チームに配布すればよいと思う。

林理事：池田理事の報告にもあったが、会員の親睦行事なので、チームの中に2〜3人は会員がいるような条件を設けた方がよいのではないか。

三輪副会長：予算もかなり使っているので、制約はあった方がよい。

蔵永理事：会員外の人数を制限した方がよいのではないか。

増矢理事：メーカーも参加しているが、メーカー以外で他職種の参加はどの程度あるのか。

池田理事：職種の確認はしているが、割合は把握していない。

大田常任理事：開催要綱のチーム編成の項目内容をどうするか、また考えればよいのではないか。

新町理事：名目上オープンという格好にすれば考えなくてもよいのではないか。

林理事：県内の施設に在籍している放射線技師であれば非会員でも参加可能、との解釈があるので、会員か非会員かにはこだわらないが、職種にはこだわった方がよいと思う。

山内会長：以上の意見を踏まえ、次回担当理事が次期開催提案を理事会に上程して頂きたい。

報告事項２　緊急被ばくについて

山内会長：緊急被ばく医療のマニュアル案ができあがった。以前の電子的会議で了承頂いたとおり、放射線技師２名の配置がこれから盛り込まれる予定である。現在の想定は愛媛県にある伊方発電所で事故が発生した場合の緊急被ばく医療で、放射線技師には柳井港付近に開設されるであろう救護所において、船で来られた人々のサーベイ実施が求められる。このサーベイ実施にあたり、県から必要人数の相談を受け、最低２名は必要との判断から、マニュアル上は放射線技師２名と回答した。尚、実際に事故が発生した場合には２名でも足りない事は明白であるが、マニュアルへの記載は最低人数で良いと考えた。

加えて、放射性医薬品搬送中の事故発生によって薬剤が飛散した場合の対応や放射線テロ対策等、今後いろいろな状況に幅広く使えるマニュアルにするよう、県に要望している。

報告事項３　総会公開講演内容について

山内会長：議題５で既に話がされているが、できるだけ県民の方に参加して頂きたいと考えている。

報告事項４　CSFRT2013 開催報告

山内会長：中四国放射線医療技術フォーラムの開催報告書を作成したので、目を通しておいて頂きたい。他県の方から｢素晴らしい学会だった｣とお褒めの言葉や｢山口県の皆さんの団結力はすごいですね｣とお声をかけて頂いた。また、会館の方からも｢ここまで何の問題もなく終わる学会は初めてだ｣とお褒めの言葉を頂いた。会員の協力に感謝している。今後も｢山口県の団結力はすごいですね｣と他県から言われる山口県でありたい。

会計処理も終わり、結果的に約70万円の黒字であった。技術学会と技師会で折半し、次年度以降赤字が出たときの補塡に使用するとの事であった。

2014年は岡山で開催されるので、是非参加願いたい。会期は2014年10月4日・5日、場所は岡山コンベンションセンターである。

検討事項１　春季講習会内容について

山内会長：吉永常任理事より、看護師が聴講を希望しているが許可してよいか、との問い合わせがあった。非会員なので参加料1,000円の支払を条件に聴講を許可した。

講習会当日は看護師等、他職種の参加希望者が来られる可能性があるので、受付にて非会員用の名簿を作成し、参加料の徴収をお願いする。非会員の講習会参加は公益事業として好ましいので、是非参加して頂きたい。また、一般法人説明会で、県から非会員の参加人数を数値化して出すように

指導されている。

検討事項２　総会演題について

山内会長：詳細は分からないが、ほとんど集まっていないようである。締切までに間に合わないと抄録作成も遅くなる。また、議題４で取り上げた委任状の件にも影響するので、その点も考慮の上、できるだけ多くの演題を出して頂けるよう、理事から各会員への働きかけをお願いしたい。

以上の決議を明確にするため、この議事録を作り、定款第34条に基づき、会長及び監事並びに議事録署名人がこれに記名押印する。
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